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1. 背景および目的 

福島第一原子力発電所事故により放出された、放射性セシウムにより汚染された土壌のより効果的な除染方

法の開発は、今後さらに増加すると予想される汚染土の減量減容化技術として有用である。本発表にて紹介す

る技術は１）2種の溶離剤混合液を用いて土壌よりセシウムを溶離し、２）電位勾配を印加し泳動により溶離

されたセシウムをアノード付近に濃縮し、さらに３）アノード付近に保持された紙製の吸着材によりセシウム

を回収するというシステムで、主に天然の有機物原料材料を溶離剤に用いて、除染土の除染に依るダメージを

極力避けた安価なプロセス構築を最終目標としている。チェルノブイル発電所事故の際に発明されたとされる

その技術について、実際に福島で過去採取された放射性セシウム濃度の比較的高い土壌を用い、その技術の有

効性について評価した。 

 

2. 実験手法 

約 20000Bq/kg の放射性セシウムを含む土壌を 50
o
C にて 3 日間、アンモニア塩基性にし、一方に溶離剤、も

う一方にそれを加えない場合を比較対象として準備し撹拌し、セシウムを溶離させた。その後順次図 1 に示す

ような電気化学槽に土壌を含んだまま移して、40V の電位差を付けて 2 時間電気泳動を行った。そしてアノー

ドに巻いた紙製の吸着材と実験後の土壌は乾燥させ U8 容器に、溶離液はそのままマリネリ容器に入れてゲル

マニウム半導体検出器にて 137
Cs のガンマ線の濃度を測定することで、各部位における濃縮係数を算出した。 

 

3. 実験結果および考察 

泳動後の上澄溶液のセシウム放射能を測定すること

によって導かれる濃縮係数は 6.13 となり、溶離剤を入

れることによる除染促進効果は明確に認められた。その

溶離剤は、界面活性剤と天然の有機物との混合物とされ

ており、その詳細な化学的構造と抽出の機構まではまだ

明確ではなく、今後の調査する予定である。 

一方、泳動後の上澄溶液を基準としてアノードに巻い

た吸着剤における放射能濃度を割った濃縮係数は、溶離

剤が入っている場合は 22100、溶離剤なしの場合は

70500 であり、溶離剤無しの方が寧ろ濃縮係数が高かっ 

た。これにはいくつかの要因が考えられ、溶離剤との親

和性のために寧ろ吸着材への吸着を阻害した、あるいは

泳動の際にイオンの輸率に溶離剤が影響を及ぼしたな

どが考えられる。 

以上の予備的な試験結果より、溶離剤の除染効果、な

らびに、吸着剤の吸着効果のあることは明らかに認め

られたため、今後はその間をつなぐ技術としての泳動

条件の最適化が、実用に向けての次なる大きな課題と

して挙げることができる。 
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図１ 電気泳動セル 
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